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夢キタ万博2024の様子は、
北区役所公式YouTube
チャンネルでもご覧いただけます▶

「なぜ勉強が必要なのか」「“好き”を仕事にするポイン
トは何か」――謎解きクリエイターの松丸亮吾さんが、
夢に向かって進むヒントをくれました

「歴史と文化をアートでつな
ぐワークショップ」では、のし
袋で作った鯛でみおつくし
の鐘を制作。 駅からはじま
るアートイベント「キテミテ中
之島2025」で展示予定

絹谷幸二 天空美術館を見学し、アフレス
コ画を体験。 生乾きのしっくいに描く人類
最古の技法に夢中で取り組みました

１階広場では秋晴れの中、北区の中学生による
吹奏楽や合唱も披露されました

トークセッション「ハイパー
縁側＠夢キタ万博」では、
3人の中高生が将来の夢
について語りました

「うめきた公園」やＪＲ大
阪駅「うめきたエリア」を
歩きながら、防災に役立
つ工夫や駅の最新設備
を学びました

自衛隊による炊き出し

自動運転EVバス

起震車による地震体験

SDGs Global Styling Fashion Show

夢や願いごとをイラストにした絵
馬。「皆とずっと楽しくすごせます
ように」「スクールカウンセラーに
なりたい」…

中学生が
リメイク＆
スタイリング♪

好きを
仕事にする！

自動運転バス登場、
空飛ぶクルマ体験も
　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに開

かれる大阪・関西万博。 夢キタ万博2024でも一足
先に、未来社会を想像させる展示がありました。そ

の一つ、万博の輸送を担う自動運転EVバスは、衛
星からの信号でバスの位置を特定し、センサーやカ

メラで周囲の状況を判断しながら走行する仕組み。 
昨年11月から運転手が添乗しての運行が始まって
おり、将来の無人運行をめざしています。

　さらに、万博でデモ飛行が予定されている空飛ぶ

クルマをバーチャル体験するコーナーや、自分のア

バターを作って未来の都市生活を体験できる大阪

ヘルスケアパビリオンのPRブースも登場。 ステー
ジでは万博入場券争奪の「万博○×クイズ」が催さ
れ、家族連れなどでにぎわいました。

防災体験や、
くらしを支える車も登場
　未来を考えるうえで避けて通れない防災。 起震
車による地震体験をはじめ、がれきの中をのぞくこ

とができるファイバースコープ体験、担架によるけが

人の搬送、炊き出しなど、被災を想定した具体的な

体験が用意されました。 また、災害現場でも走れる
高性能救助車、電気の工事・点検のための高所作

業車、白バイ、青バイなど、くらしを支える車も多数

展示されました。

「国・地域」を
テーマにデザイン
　40階の空中庭園展望台では、中学生によるファ
ッションショー「SDGs Global Styling Fashion 
Show」が華やかに開催され、北稜・天満・大淀・中
之島の各中学校から45名が参加しました。
　多くの観客が見守る中、ライトアップされたランウ

ェイをさっそうと歩く中学生が身にまとうのは、自らデ

ザインし、リメイク・スタイリングした衣装です。 6つの
チームに分かれ、テーマである世界の様々な「国・

地域」の要素を取り入れながら製作しました。

　衣装製作の前に生徒たちは、大阪・関西万博

が達成への貢献をめざす「持続可能な開発目標

（SDGs）」を考える機会として、大量生産・大量消
費、大量廃棄により環境負荷が非常に大きいと指

摘されるファッション産業の現状と、今後めざしてい

くサステナブルなファッションへの取組などを学び

ました。 その後、古着リサイクル工場を見学し、隣接
する古着販売店の商品の中から、製作したい衣装

の素材となる古着をいただいてリメイクしました。 生
徒たちによるファッションショーステージの飾り付け

にも、古着が使われています。

　衣装製作からショー出演まで、様々な経験を通し

て大きく成長した中学生の姿が見られたファッショ

ンショーでした。

未来の社会  見に行こう

空飛ぶクルマをバーチャル体験

戸籍登録課及び保険年金課の「窓口お呼び出し状況」が北区ホームページで確認できます。


